
Micrococcus　lysodeikticus細胞壁の化学構造

〔Glucose含有多糖部（Glc一　P）の構造について〕

田 中 昭 子

緒 言

　細菌細胞壁は細胞質膜でとり囲まれた細胞の内部構造を外部環境から保護することを一つの

主な機能とし，細菌細胞が生存，増殖するために極めて重要な構築単位である。

　一方化学的には細菌一般に共通して存在するBasal　layerとしてのMurein（又はMucoP－

eptide）と呼ばれる基礎構造と，細菌によって異るSpecial　layerとしての特殊構造から成

る。この基礎構造であるMurein（グリコサミニドペフ。チド，ペフ。チドグリカンとも呼ばれる

）は，ムラミン酸，D型アミノ酸などの様に，細菌以外の生物細胞，細菌でも細胞壁以外の部

分には一般に存在しない構成分から成り，又特殊構造には夫々の細菌に特有の物質が含まれ，

菌属菌種に特異な構造を持ち，抗原性の原因となっているものが多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　Micrococcus　lysodeikticusにおいては，　Perkinsにより，その特殊構造として，　N一アセ

チルァミノマンヌロン酸とグルコーースが（1→6）結合しているのではないかと推定されてい

る。著者は比較的大量のGlc－Pを用いて過沃素酸酸化を行ない，更に之を部分加水分解す

ることにより，存在すると考えられるグリセリンのアミノマンヌロサミナイドの単離を試み，

若干の知見を得たので報告する。

実験材料と方法

（1）　Glc－Pの調製について。

　（A）実験材料　Micrococcus　lysodeikticusの乾燥cellは，　Dr．　James．　T．Parkより恵

　　　与されたものを使用した。

　（B）分析方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　OHexoseの定量～オルシノールー硫酸法（Glucoseをstandardとして使用）。
　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　OPeptideの定量～Lowry法

　　　○アミノ糖及びアミノ酸～日立アミノ酸自動分析計KLA－2形を使用。

　　　○中性糖～柳本Gaschromatography　G　C　G－550Fを使用。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
　　　○リン酸の定量～Chen，　Toribara＆Warner法を使用。

　（C）実験（乾燥菌体よりグルコースポリマーの調製）Scheme　1

　菌体209ずつを約2tのH20に懸濁し，5％のトリクロル酢酸（TCA）を加えて37。C，

6日間振治し乍らGlc－Pを抽出した。　TCA処理液は10，000r．p．m．，15分間遠心分離し，そ

の上清を集めて濃縮し，H20に対して透析を行い，　TCAを除去した。透析終了後，非透析

性部分を更に遠心分離した後，上清を濃縮し，DEAE－Cellulose　columnchromatographyを

行った。

　column　size　2．2×66cm，流速は13sec／droPとし，　pH7．O　Phosphate　buffer（i／200M）＋

（0．02M及び0．3M）NaC1でstep－wiseに溶出した。

　各tubeよりSμeずつSamplingしてHexoseの定量を行い，二つのピークを得たので夫

々を集めて分画1及びllとした。

　各分画は濃縮後再びH20に対して透析し，非透析性部分を夫々濃縮し，分画1はその一部

をとってガスクロマトグラフィーを行った。

　分画亙はDowex　50×8（H＋form）column（2．1×32cm）を通して脱塩し，溶出液を集め

て凍結乾燥して之を試料とした。

　（D）Glc－P（分画D試料の検討

　（1）試料3．27n9を6N－HC10．6nteに溶かして120。　C，2時間加水分解し，0．1N－NaOHで

　　　pHを2．32としてアミノ酸自動分析計にかけてアミノ糖及びアミノ酸を検討した。

　（2）試料3．43㎎を5ndのH20に溶かし，之よりSOpt♂，　IOO／ieをSamplingして夫々Hexose及

　　　びPeptideのtotal　O．D．を測定し，純度決定の日安とした。

　（3）試料5．67㎎を0．5nvtの2N－HCIにとかし100。C，4時間加水分解してガスクロマトグラ

　　　フィーを行った。（同時に分画1，Glucose及びMannose　Standardについても比較

　　　検討した。）

　（4）試料中のリン酸の定量を行い，Free　P及びTotal　Pを測定し，結合Pの量を決定し

　　　た。

　（5）試料3．43㎎／5nt　H　20月中より一部とり出して紫外部（260mμ及び280mμ）の吸収を調

　　　べて核酸の有無を検討した。
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Scheme　1．　Preparation　of　Glc－P

M．　L　dry　cell　20g　十　H20　2　t

50／o　TCA，　at　37eC，　for　6　days

centrifugation　10，000　r．　p．　m．，　at　一100C

for　15min．

Residue Sup・

Vacuum
　　　　cpnc．

di41ysis　against　H20　for　3　days

　　　D．　F．

final　pH　5．8

　　　　　　　　　　　N．　D．　F．

Vacuum　conc．　1　centrifugation　10，000　r．p．m．，　at

　　　　　　to　150皿1　　－109C　for　15min．

Residue

’
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　Sup．

　　　　　　　　　　　　DEAE－cellulose　column（3×43cm），

　　　　　　　　　　　　charge　10m1，　eluted　with　pH7．O
Vacuum
　　　　　　　　　　　　phosphate　buffer
　　　　conc．
　　　　　　　　　　　　（i／200M）十（0．02M，0．3M）NaCl．

FI　（O．02M－NaCl）

　　　Vacuum　conc．

　　　dialysis　against　H20

D．F． 　　　　N．D．F．

　　　　　　　　Vacum　conc．

mannose　Part

FI　’　（O．3M－NaCl）

　　　Vacumu　conc．

　　　dialysis　against　H20

　ロ
D．F．　　　　　　　　N．D．F．

　　　　　Vacuum　conc．　　Dowex　50×8（H＋form）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　colum（2，1×32）

　　　　　　　　　　　　　　　　eluate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vacuum　dry

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　freeze　dry

　　　　　　　　　　　　Glc－P　Sample

　　　　　　　　　　　　　　　1925．97㎎

　　　　　　　　　　　Glc含量49．76％

　　　　　　　　　　　．P／G＝O．000802
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（2）Glc－PのSmith分解

　（A）実験材料
　　　（1）で調製したGlc－P標品をそのまs使用した。

　（B）分析方　法

　　　OPaper　chromatography

　　　　耳門：東洋湧紙No。51を使用した。

　　　　溶媒：＊n－BuOH：Pyr：AcOH：H20・＝60：40：3：45

　　　　発色試薬及び方法：
　　　　　　　　　　　　　　　7）　　　　　　　　　　　　　　8）
　　　還元糖AgNO3法，　KIO4－KI－starch法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
　　　N含有物質C12－KLstarch法
　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
　　　　　　　　　　Ninhydrin法

　　　非還元糖KIO4－KFstarch法
　　　　　　　　　　　　　　　11）
　　　ウロン酸B・P・B法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
　　　ヘキソサミン　Elson－Morgan法

　　　　　　　　　　Nin　hydrin法

　　　N一アセチルヘキソサミン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　Morgan－Elson法

＊n－BuOH　：　n－butanol，　Pyr：　Pyridnie，　AcOH　：　acetic　acid

　　OFree一一COOH基の測定

　　　O．IN－NaOH（f；1．008）によるtitration．

　　OH・CHO生成量の測定
　　　　　　　　　　　　　　　5）
　　　Acetylaceten－ammonia法を使用した。

　　OH・COOH生成量の測定

　　　0．1N－NaOH（f＝1，008）によるtitration．

　　○還元糖の定量

　　　　　　　　　　6）
　　　Perk－jonson法

（C）実験Scheme　2．

　　　　　　　　　　　　　13）
　　（1）　Periodate　oxidation

　　　　先に調製したGlc－P標品724．18㎎（Glucoseとして約2mmole）を500nsの水に

　　　溶かし，之に1．8479（約8m　mole）のKIO4を30伽8の水に溶かしたものを混じ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90



　　　　　　　　　　MicrocQccus　lysodeikticus細胞壁の化学構造

　　30。C，99時聞暗所でPeriodate　oxidationを行った。同時に同じ濃度のKIO4溶

　　液を調製し，controlとした。之等より各1aseずつSamplingして290mμの吸収を測

　　定してKIO4の消費量を決定した。酸化終了後，　H・CHO及びH・COOHの生成

　　量を検討した。

（2）NaBH4による還元

　　　Oxidation終了後，過剰のKIO4を消費させるために，0．32　nteのethylenglycolを

　　加え，24時間放置後，生じたdialdehydeを還元するために1．19のNaBH4を加え

　　た。次いでKIO3を除去する目的で48時間H20に対して透析を行い，透析性部分の

　　103層を250mμの吸光度測定により透析の終了を確認した。

（3）部分加水分解

　　　非透析性部分濃縮液172nteを0．1N－H2SO4濃度として30。C，116時間加水分解を行

　　い，（還元力を測定して加水分解の終了を確認した。）Ba（OH）2・8H20溶液で中和

　　し，PH6．2としたものを3000　r．p．m．，5分間遠心分離して，生じたBaSO4を除去

　　した。その後上清410nveに次々とNaBH4を加え（計14m　mole）水解により生じた

　　91ycolaldehydeの還元を行った。次いで反応液にメタノールを加えて30QCで減圧下

　　においてBO32一を除去し中和後残存Glucoseの定量を行った。

（4）　DEAE－Cellulose　column　chromatography

　　　（3）で得た反応液を3000r．　P．m．，5分間遠心分離し，上清を濃縮後，　Dowex　50×8（

　　H＋form）column（size　1．8×150n）を通しpH2．4～3．8の部分を集めて減圧濃縮し

　　AcOHを除去した。更にDEAE・一cellulose（400メッシュ，　OH’form），column（

　　size　2×20．20m）を用いて，　H20及び0．IM－AcOH－Pyr．（pH6）でstepwise　elution

　　を行い分画1及び∬を得た。

（5）　メチルエステル化

　　　（4）で得た分画llはCH2N2－CH30Hでメチルエステル化を行い，　P．P．C．により

　　反応前後の物質を比較検討した。
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Scheme　2．　Smith　degradation　of　Glc－P

鷺7駕鑑9／ 820ml　H20
（g8t．e6m．mation　．f）

（determmation　ofH・CHO　＆　H・COOH）一

Oxidation　at　300C，　for　99hr

add　O．32ml　ethylenglycol．

and　NaBH4　reduction
dialysis　for　48hr．　against　H20．

D．E　ND．F．
　　　　　　　　　vacuum　conc．

　　　　　centrifugation　at

3000　r．p．　m．　for　5　min．

mild　acid　hydrolysis；　O．IN－H2SO4，　at　300C

for’116hr．

newtralization　with　Ba（OH）2　．　H20

．Residue

（BasO4）

Sup．

vacuum　conc．

NaBH4　reduction　（14m　mole／410ml）

for　21hr．　（final　pH　10．2）

add　gratial　acetic　acicl　一　to’pH　3．7

add　methanol

　　　I

　　　t

Residue　．・　methyl　borate
　　　　　newtralization　with　Ba（QH）2　．　8H20

　　　　　centrifugation　at　3000r．p．m，．T　for　5　min．

Residue Sup．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　Dowex　50×8（H　form），　calumn．．eluted　with　H20

eluate（pH2．4～3．8）

　　　　DEAE－cellulose　calumn，　eluted　with　H20

　　　　and　O．IM－AcOH－Pyr．（pH6）buffer．

F　1　（eluted　with　H20） F1　（eluted　with　O．IM－AcOH－Pyr．）

　　　　　　　　　　　　　　　CH2N2－Meoh　（ether）

Methyl　ester　of　ManNAcUA－glycero1
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　　　　　　　　　　　　　　　　実　　験　　結　　果

I　GIc－Pの調製

（A）乾燥菌体20gからのTCA処理によるGlc－Pの抽出における結果をFig－1に示

　　　す。

　　　　　O．D．

　　　　　　1．O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dry　cell　sample　1　一一一・一一一

at

427mp

　　　　O．5

　　7　　1
　／
　1

／

1

sample　2

●鞠一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　＿　　　　一一一●鴨一一一一一
L　　　　　一一蝿●一一一 一一一一一　一一●

　　　　　　　　　　　　1　2　3　4　5　6　days

Flg　1．抽出液より毎日5　ntずつSamplin9，オルシノール硫酸法で追跡。（427mμにおける吸光度を

　　　　測定）

　　　乾燥面体209＋H202　t＋5％TCA，　at37。，　for　6　day．

　　Fig　1より約4日間で大部分のGlc－Pを抽出できることが確認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93



Micrococcus　lysodeikticus細胞壁の化学構造

（B）　DEAE－cellnlose　column　chromatography

　　　示す。

による分離精製のパタ・一一ンをFig　2に
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at

ワ00叫1

O．5

トFI1鮎 tube　No．

Fig　2．　DEAE－cellulose　column　chromatography

　　　　　　charge　：　10nt，　frow　rate　：　13secfdrop，　column　2．2×66civ

　　　　　　Fraction　：　10　g，　elute　with　phosphate　buffer　（pH7．0）

　　　　　　・……・・…｛1繊ラ？8、9「£翻膿孟。牙贈艦ノ27m！‘．．…
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次にFI，正及びMannose，　Glucose標準溶液のGaschromatographyのパターー

ンをFig　3に示す。

検
出
値

検
出
値

A 5　10　保将時間（分）

A 5　10　　保　特　時間　　（分）

検
出
値

検
出
値

　　　5　10
B　保将蒔間（分）

B

Ftg　3．　Gaschromatography　（60C／”tin　1600－v2100C）

5 　　　　　　　　10

丁丁　時間　　（分）

A　：Mannose　std．　Soln，34．10㎎加げH20より10入とって乾澗し，　TMS化後5〃を注入

At：FT．

B
Bノ

濃度不明，　TMS化後51L　tを注入

：Glc．　std．　Soln．40．SO”V／”eH20より10入とって乾澗し，　TMS化後4／i　tを注入

＝F耳．5．67n9／0．5滋Hc1，100。C，4hr　hydro　lysis後10μ‘として乾澗し，　TMS化

後，41L　tを注入

　　　之等のパターンより，中性糖としてFI．はMannose，　F　LはGlucoseを含んでい

　　ることが確認された。

（C）　F皿の精製標品加水分解物のアミノ酸分析における結果は，グルコサミン及びアンモ

　　ニアと思われるピークが表われたのみで，細胞壁に由来するアミノ酸‘Gly，Ala，　Glu，
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　　Lys）は殆んど認められなかった。

（D）　同じくFL精製標品を自記分光光度計にかけた結果，280mμ及び260mμにおける吸

　　収のピークは見られず，従って核酸の存在は認められなかった。

（E）又リン酸の定量の結果，結合PはO　．　0034ptmole／ngとなり，リン酸はこの分画中殆

　　んど含まれていないと考えて良いと思われる。

　以上の結果を総合すると，乾燥菌体409より，1，925．97〃zgのGlc－Pを得，そのG1ncose

含量は49．7％，P／G＝0．OQO802となり，相当純度の高いGlc－P標品がTCA直接処理法によ

り得られた。

　以前に行われたりゾチーム処理法＊によるものとの比較をTable　1．に示す。

抽出方法
dry　ce11

@（の
Glc－P（㎎）

a）

@P／G GIC倉量％
b）グルコサミン

ﾜ量　　　％

Pの含量μmole纏1

T　C　A
ｼ接処理

40 1，925．97 0．00G802 49．76 1～2 0．0034

リゾチーム

?@　　理
20 891．93 0．0058 44．70

Toble　l　TCA直接処理法と従来のリゾチーム処理法との比較。

　　　　a）total　peptide（Lowry法による発色）とtotal　Glucose（Orcinol一硫酸法による発色）

　　　　　　の割合（Optical　densityの値）。　Glc－Pとmucopeptideの割合の目安となる。

　　　　b）二品をアミノ酸自動分析計にかけたピークより計算した。

＊従来のリゾチーム処理法

　　リゾチーム10㎎を0．05M酢酸アンモニウム（pH6．5）に溶かした溶液2tiこcell　209をsuspension

　　し，5％TCA溶液として37σ，6日間処理し，連続エーテル抽出により，TCAを除いたもの。

皿Smith分解

　（A）　過沃素酸酸化

　　　　過良馬酸化において消費されたKIO4量はsample及びcontrol溶液中より各1ml

　　　ずっとり出し，3倍に希釈して290mμの吸光度を測定して決定した。その結果をFig　4．

　　　に賦す。
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at

O．D．

08

0．7

0．6

290MP　o．5

ム
「
∩
」
ハ
乙
1
5

0
0
0
．
0

一需卿一一一一の●噂一一一一一＿＿闘ゆ＿一＿一一一一一一●一一一一一一一胴一一●

50 1oo　hr

Flg　4’　KIO4　censumed　in　Periodate　oxidation

　　　（Optical　density　at　290mp），　Sampling　1nd

　　　1・男軍1甲羅｝：）。験）Gl，一P／819．55。、，。mp1，＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Control　・・・…

　このパターンより，約99時間で反応が完全に終了したこと及び，Glucose　l　moleにつき約

2moleのKIO4を消費することが明らかとなった。

（B）NaBH4による還元（第1回目）

　　　過沃素酸酸化により生じたdialdehydeの還元の結果，

　　　　　　　還元前（SamPle　50μのの還元力（0．D．0，546）

　　　　　　　還元後（Sample　50μのの還元力（0．D．0．010）

　　約1．ISのNaBH4により還元が終了していることを確認し，次の操作段階に移った。

（C）　部分加水分解

　　　dialdehydeの還元により生じた，アルコールを有するPolymerを希酸により部分加

　　水分解を行い，生じたglycolaldehydeの還元力を測定した結果をFig　5．に示す。
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Micrococcus　lysodeikticus細胞壁の化学構造

O．D．

at　O．6
700m”

　　　O．4

O．2

100 130　hr

Flg　s．　Mild　acidhydro　lysis　（O．IN－H2SO4，　30eC，　116hr．）

　　　Sampling　5μt，　Park－jonson　method（700mμの吸光度を測定）

　Fig　5のパターンより71時間以後116時間迄還元力の増加参見られないので加水分解

が終了していると判定して反応を打ち切った。

（D）　NaBH4による還元（第2回目）

　　　部分加水分解後中和して遠沈でBaSO4を除き，14mmoleのNaBH4でglycolald－

　　ehydeの還元を行ない，　Sample　400ntl中より0．5〃1とり出して還元力を測定した結果，

　　2．208μmole／400nteの還元力を有していることが確認された。次に還元後の残存グルコ

　　　ース量をオルシノールー硫酸法により測定し，76．98μmole／69nt！という値を得た。

以上Smith分解の結果を総合してTable　2．に示す。

Table．　2　Result　of　Smith　degradation　Molar　ratios　to　Original　Glc．

Glc－p中のManNAcUAの一COOH　　　　　　　　　　1．08

過沃素酸酸化｝・おけるKIO・の消費量　　1　　2・・7「
L

過沃素酸酸化により生成したH・CHO 0．0018

過沃素酸酸化ににより生成したH・COOH 1．05

部分酸加水分解後の還元力 0，346

第2回目NaBH4還元後の残存Glc昂 0，038
．
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　　　　　　　　　　Micrococcus　lysodeikticus細胞壁の化学構造

（E）　Paper　pertiton　chromatography

（i）部分加水分解後の還元生成物をDowex　50×8に通し，　H20で溶出した三分A及び

　　Glycerol，　Ethyleng！ycolの標準溶液を比較したP．P．CのパターンをFig　6に示す。

i π m

Oo
O　G

Q ㊧萎 ⑪黄

肇

A　　：Dowex　50通過後のhydrolysate．

G　：Glycerol
E　．　G　：　Ethylenglyco1

1　：　KIO4－KI－starch

I　：C12－KI－starch

皿　　　：B．P．B．

　　　G　E・G　A　G　E・GA　A

rfg　6．．P．P．C　of　Partial　acid　hydrolysate。　（Dowex　50通過，　pH3．8以下の画分）

　　　Fig　6．より，　E・G．及びGlycerolの存在の他，　KIO4－KI－starch，　C12－KI－starch陽

　　性の酸性物質がSmith分解生成物中に含まれていることが明らかとなった。

（ii）Fig　6のAをDEAE－Cellulose　column上H20でeluteした画分（FI．）と，

　　O．IM－Pyr－AcOH（pH6）でeluteしt画一（FL）及びF　Lを2N－HCI，100。C，

　　2hr．加水分解したもの（F旺h。）を比較したパターンをFig　7．に示す。

1 I
I m IV V

GO
O　o ’，

語り

　　　　⑪

W（）Nl［1。　　　　　　o

　　　　　6糧

Wり　v
I）痩．

⑳　，．、

@　　ぐ♪　　　　・～’

m
　
㊧

N（：；麟　　　　o

；炎　’一・、
`民1、　，’　　　灘

@　　鐵

艦　；
’　　　1

G　E・GFIFπF皿h FIF∬前h 印Fπh Fロ前h F皿前h

Flg　7．　P．P．C　of　FI，　FI　and　Flh．
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：　KIO4－KI－starch

：C12－KI－starch　O

Ninhydrin　O
：　B．P．B

：Eison－Morgan　O
Morgan－Elson　O

：AgNO3

G　：Glycerol
E　．　G　：　Ethylenglycol

FI　：DEAE－cellulose（H20での溶出画分）

FI　：DEAE－cellulose
　　　　（0．IM－Pyr－AcOHの溶出画分）

FIh：Fllの加水分解物

　（注）　FlhにはHCIの影響がみとめられる。

　　　Fig　7．よりFI．はEthylenglycolを含み，　F　ll．はC12－KI－starch及びKIO4－KI－

　　starch陽性で，しかも酸性を示しM・E陽性，　Ninhydrinではわずかに発色した。又

　　Fll　hは91ycero1の存在を示し，　C12－KI－starch，　KIO4一一KI－starch，　E・M陽性で，

　　Ninhydrinは明らかに陽性，更に還元力を示すことが確認された。

（iii）F∬と之をメチルエステル化したもののパターンをFig　8に示す。

1
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
G

n

§

III

② §

ワ
O

量　　　　　　1 ，

■ ，　　　　　■

1　：　KIO4－KI一一starch

ll　：　C12－KI－starch

I　：BPB．

M・E：FIのメチルエステル

　　　Fll　M・E　F　ll　M・E　F　ll　M・E

Fig　8．　F皿及びF皿のメチルエステル

　Fig　8より，　KIO4－KI－starch及びC12－KI・一starch陽性で，しかも，

示さない物質がP．P．C．上検出された。

もはや酸性を
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考 察

　〔1〕グラム陽性菌の基礎構造と特殊構造の分離には，ホルムァミド抽出法，TCA抽出法

及びフェノール抽出法などが知られている。今回はMycrococcus　lysodeikticus細胞壁中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
特殊構造に着目し，今永，羽田の方法により，厄介な細胞壁調製操作を省いて，直接に乾燥菌

体からその特殊構造としてのG　lc－Pを比較的純粋に好収量で分離精製することができた。

　〔2〕精製Glc一　PについてSmith分解を行った結果，　Smith分解生成物のP．P．C

（Fig　7のFH）上，　N　Hを含んでいる部分（C12－KI・一starch陽性）を分離することができ，

spot　Nに相当する分画は次の理由によりGlycerol　2－acetamide－2－deoxy－manuronideであ

ると考えられる。（Fig　9）

　　　　　　　　　　　　COOH

　　　　　　　　　　㈹ぼ駄・熱、

「199・Glycerol　2－acetamide。2－deoxy－mannuronideの構造

（1）加水分解により，多量のフミン様の物質が形成された。即ちGlc－Pを含む分画（FD

　　の酸加水分解　（2N－HCI，120。C，2hr．）によりaminomannuronideの分解による

　　典型的な現象が起ったと考えられる。

（2）Smith分解生成物（FL）を更に加水分解（2N－HC1，100。C，2hr）したものsP．P．C．

　　（Fig　8　町h）は，　glycero1の存在を示し，更にElson－Morgan，　Ninhydrin陽性の

　　main　productが存在することを示している。

　Table　2と上述の（1），（2）の結果よりGlc－PはFig　10に示す様な部分構造を有すること

が推定される。

Flg　lo．　Glc－Pの部分構造及びSmith分解申の各段階における推定構造。

撫審懸一言諾藷
　　　　NHooCH3　NHCocH　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H・COOH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101



Micrococcus　lysodeiktieus細胞壁の化学構造

一勲諜撫謄
　　　　　　　　rs”一cocH3

，CD’Cs9！’L，．　rf．i．Y．l

　　k　．＞H，O　CHi　OH
HO
　　　　　　　　　OHtOH
　　H　／H
　　　NHCOCH3

　　　　　　十
　　　　　（CH20　H　）2

　　　　　　coOCH3
　　　　　　　　－tcH2　Nt　．　H，
一＝：一：＝一：一：＝

CH30H　　Hゆ
H 礁

NHCOCHs

←一噂ウ　　104　　attack

一　Partiat　acid　hydrotysis

R　：　ManNAcUA　or　G［c

R’：　R　or　H

　又このGlc－PはGlucose：　Aminomannuronic　acid＝1：1であり，　unit　disaccharide

structure（ManNAcUA1一＞6Glc）が可能であることがほs一確認される。しかし，部分加水

分解物申に既にglycero1が形成されており，他のdisaccharide　Part（Glci一＞6Glc）の存

在する可能性も考えられる。（Fig　11）

H

CH．　oH

　　　oHoH

o

H

H

oH

　　　／v
H，　O

　　　oH

　　CH．

K7一二〇

oH H

Flg　11．可能なdisaccharideの推定構造。

H oH

H，　oR

　〔皿〕次にこのSmith分解生成物を結晶化させる目的でCH2N2－CH30Hによりエーテル

溶液中でメチルエステル化を試み，P．P．C．上ManNAcUA－glycerolのmethylesterに相

当するone　spotを得た。しかし未だ結晶を得ることは出来なかったので，今後，アセチル化

その他の方法を試み，結晶の検討を行うべきであると’考えている。
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要 約

1．乾燥菌体より直接TCA処理により，グルコースポリマーを比較的純粋に好収量で得るこ

　　　とが出来た。

2．　グルコースポリマーのSmith分解により，　glycerol　2－acetamido－2－deoxymannuronide

　　　を単離した。

3．更にメチルエステル化を行い，ManNAcUA－91ycerolのmethylesterに相当するspotを

　　Paper　chromatogram上で得ることが出来た。
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